
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
！

＊
入
学
式
、
対
面
式
＊

　

４
月
８
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
入
生
を
代
表
し

て
探
究
特
進
科
の
小
林

颯
太
さ
ん
（
勝
山
南
部

中
学
校
出
身
）
が
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
９
日
に
は
対
面
式
が
行
わ

れ
、
１
年
生
を
代
表
し

て
普
通
科
の
松
井
亮
太

さ
ん（
勝
山
中
部
中
学
校

出
身
・
写
真
左
）が
挨
拶

し
、
そ
の
後
、
生
徒
会

長
の
鳥
山
昊
希
さ
ん（
勝

山
南
部
中
学
校
出
身
・

写
真
右
）が
歓
迎
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

＊
進
路
だ
よ
り
＊

　

京
都
大
学
に
２
人
の
現
役
合
格
と
な

る
な
ど
喜
ば
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

国 

公
立
大
学
▼
京
都
大（
２
人
）、大
阪
大
、

北
海
道
大
、
金
沢
大（
４
人
）、
福
井
大

（
４
人
）、富
山
大（
2
人
）、静
岡
大（
２

人
）、
群
馬
大
、
徳
島
大
、
福
井
県
立

大（
10
人
）、
京
都
府
立
大
、
福
知
山
公

立
大
、
静
岡
県
立
大
、
周
南
公
立
大

私 

立
大
学
▼
関
西
大
、
立
命
館
大
、
京

都
産
業
大
、
近
畿
大
、
甲
南
大
、
龍

谷
大
、
京
都
橘
大
、
中
京
大
、
福
井
工

業
大
、
仁
愛
大
、
福
井
医
療
大
な
ど

専 

門・
各
種
学
校
▼
福
井
県
立
看
護
、
福

井
医
師
会
看
護
、
福
井
製
菓
、
金
沢

技
術
大
学
校
、
大
原
簿
記
法
律
な
ど

短
期
大
学
▼
仁
愛
女
子
短
大
な
ど

就 

職
▼
公
務
員
、
民
間

＊
組
曲「
恐
竜
」

　
　
～
甦
る
フ
ク
イ
リ
ュ
ウ
～

�

初
披
露
！
＊

　
３
月
24
日
の
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
に

お
い
て
、
現
役
部
員
と
O
B
・
Ｏ
Ｇ
で
演

奏
し
ま
し
た
。
勝
山
市
で
発
掘
さ
れ
た
恐

竜
を
テ
ー
マ
に
し
た

４
つ
の
組
曲
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の

楽
曲
と
と
も
に
、
恐

竜
の
ま
ち「
勝
山
」を

音
楽
の
力
で
盛
り
上

げ
て
い
き

ま
す
！

勝高ＨＰ

演奏依頼を
お待ちしています！

勝山高校吹奏楽部

昭
和
24
年
学
事
報
告
に
見
る

�

勝
山
町
の
小
学
校

　

最
初
に
南
小
学
校
か
ら
見
て
い
く
。「
四

月
早
々
現
地
に
移
動
し
心
機
一
転
教
育
に

専
念
す
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
あ
る
。
南
校

の
当
年
の
学
級
数
は
19
で
、
児
童
数
は
８

５
４
人
、
教
職
員
は
26
人
で
あ
っ
た
。
少
数

の
職
員
で
多
数
の
児
童
の
指
導
に
当
た
ら

ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
新
設
校
と
い
う
ハ
ン

デ
も
あ
り
先
生
方
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
と
戦
時

下
の
重
苦
し
い
時
代
か
ら
解
放
さ
れ
た
自

由
な
空
気
は
、
先
生
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

と
な
り
頑
張
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

職
員
の
研
究
と
し
て
、
社
会
科
中
心
の

学
習
課
程
の
検
討
、
教
育
図
書
の
研
究
及

び
購
入
と
あ
る
。
児
童
に
対
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
組
織
の
活
動
、
学
童
給
食
の
実
施
、
母

親
学
級
の
開
設
、
全
校
写
生
大
会
、
学
習

発
表
会
、
ロ
ー
マ
字
教
育
な
ど
と
あ
る
。

　
下
記
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
部
を

取
り
あ
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
現
在
と
大

き
く
異
な
る
行
事
と
し
て
６
月
の
田
植
、
９

月
の
海
人
草
服
用
、
２
月
の
寒
冷
休
暇
な

ど
が
見
ら
れ
る
。
田
植
に
限
ら
ず
体
を
動

か
し
、
し
か
も
屋
外
活
動
の
多
さ
が
目
立

つ
。
当
時
は
衛
生
状
態
が
悪
く
、
海
人
草

は
体
内
か
ら
回
虫
を
駆
除
す
る
た
め
に
飲

ま
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
P
T
A
関
連
の
事

業
は
月
に
１
・
５
回
は
開
か
れ
て
い
る
。
学

校
給
食
も
こ
の
年
か
ら
始
ま
り
、
今
か
ら
見

れ
ば
そ
れ
程
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
い
が
昭

和
20
～
30
年
代
に
小
学
生
生
活
を
送
っ
た

年
代
に
と
っ
て
は
御
馳
走
だ
っ
た
。

　

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時
代
は
こ
の
少
し
先

で
は
あ
る
が
、
次
に
西
小
学
校
学
事
報
告

か
ら
当
時
の
子
供
の
多
さ
を
紹
介
す
る
。
学

級
数
は
30
あ
り
児
童
は
１
５
３
９
人
が
在

校
し
て
お
り
１
学
級
の
児
童
数
は
51
・
３
人

と
な
る
。
ま
さ
に
す
し
詰
め
状
態
で
あ
る
。

児
童
賞
与
の
数
字
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
優

等
賞
44
人
、
自
治
賞
20
、
努
力
賞
１
９
４
、

６
ケ
年
皆
勤
賞
２
、
精
勤
賞
２
、
１
ケ
年

皆
勤
賞
２
０
４
、
教
育
委
員
会
賞
１
と
あ

る
。
自
治
賞
と
は
ど
の
よ
う
な
賞
か
ご
存
じ

の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�
市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造60

月 行事名
4月 開校、入学式

5月 春の遠足、弁論大会、夏休みの
友編集委員会

6月 南子供会、学校田植、給食開始
9月 海人草服用

10月
秋季校内運動会、北部連合運動
会、遠足、京都・奈良方面修学
旅行出発、北部児童写生大会

11月 校内写生大会、PTAバザー
12月 卓球大会、父兄会・児童発表会

2月 寒冷休暇、雪中小遠足スキー大
会、片瀬地区母親学級開設

（表）昭和24年度の主な学校行事
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　包装資材の製造販売を手掛ける佐藤産業株式会
社の佐

さ と う
藤行

ゆきのぶ
延さんが、市役所を訪れ災害時の物品

の保管などに役立ててほし
いと、防水性、防湿性、防
滑 性 に 優 れ た ク ロ ス ラ ム
シートのご寄附をいただき
ました。

4/23 ご寄附ありがとうございます

　荒土町にお住まいの木
きのした

下健
けんいち

一さんが、市役所を
訪れ、子育て環境の充実と障
害を持った人が安心して生活
できるまちづくりに役立てて
ほしいと、200万円のご寄附
をいただきました。

4/17 ご寄付ありがとうございます

　遅羽町住民協議会とカタクリまつり実行委員会
が主催したバンビラインハイキングが行われ、約
60名の参加者が新緑が美し
い春のハイキングを楽しみ
ました。

4/14 バンビラインハイキング

　早朝から平泉寺区民やボランティアなど約100
人が、境内や参道の清掃活動を行いました。熊手
やほうきを使って苔や石畳
の上の落ち葉や枝をきれい
に取り除くと、美しい苔が
現れました。

4/14 春の平泉寺一斉清掃
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